
地区番号 西-3 登録番号 26

景観上の価値

　渋沢丘陵の南側にある峠地区の斜面に広がる緩やかな段々畑と遠くに望む丹沢や富士山がつくり出す原風景は、自然

に囲まれた秦野らしさと懐かしさを感じさせます。また、有名だった「渋柿」も残っていて、現在の「渋沢」の地名の

由来となったとも伝えられています。

写真

名称 里山の原風景を残す「峠の雛壇畑」

所在地 渋沢２７８９番１ほか４筆 登録年月日 平成20年11月1日


